
卒
園
間
近
の
５
歳
児
が
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て

夕
食
の
お
も
て
な
し
を
す
る
『
あ
り
が
と
う
パ
ー
テ
ィ
ー
』。「
お
母
さ
ん
た

ち
、
喜
ん
で
く
れ
る
か
な
あ
」
調
理
す
る
子
ど
も
た
ち
の
目
は
真
剣
で
す
。
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当日は、子どもたちが案内から司会進行、会場装飾まで自分たちで進めました。手品披露も好
評で会を盛り上げ、温かく心のこもったパーティーに保護者はみな感激。



ハンバーグや千草焼、煮物等の入ったお弁当をみんなでつくりました。



２月の生活発表会では、劇『たつのこたろう』を演じた16人の５歳児、たいよう組の子ど
もたちです。なかよしすみれ保育園では、お米や食べ物が実際にどのように育っているのかを
知ろうと、屋上での作物育成やおコメ作り体験などを通して食育活動を行っています。今回の
劇のテーマもその延長で取り組みました。

なかよしすみれ保育園では、ほとんどの子どもが０歳児で入園し、６年間の保育園生活を送
ります。幼児クラスは18～20名の小集団で、小さい時から生活を共にしてきた子どもたちは
みんな気心が知れて兄弟のようです。一人ひとりを大切に、そして集団でいろいろな経験を積
みながら力や知的好奇心を育み、就学前の土台の力がしっかりしたものになるよう保育をして
います。一人ひとりをしっかり受けとめてもらい、愛情たっぷりに育つ子どもたちには安定感
があります。親同士の交流も密で、子どもの成長を共に喜び、親子で一緒に育ち合う集団にな
っていることが、園にとっても大きな支えになっています。
子どもの発達を確かなものにする保育、そして親が安心して子どもを預けられ、地域の子育
て支援にも力を発揮できるような保育園でありたいと思っています。待機児がまだまだ多い城
東区です。０歳児の途中入所の相談も多く、できる限り応えながら子どもたちの健やかな成長
や親の就労が保障できるよう、これからもみんなで力を合わせていきたいと思っています。

（写真：下野祇園　文：谷口純子）
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「
辛
い
と
か
、
死
に
た
い
と
か
思
う
の
は
、
病
気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
周
り
の
人
間
か
ら

見
れ
ば
、
た
だ
病
気
の
せ
い
に
し
て
甘
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
な
の
で
、
私
は
病

院
に
行
か
な
い
で
、
死
ぬ
ほ
ど
働
こ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
甘
え
て
い
る
人
間
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
い
の

で
す
。」

「
な
く
そ
う
！
　
子
ど
も
の
貧
困
」
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
準
備
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
〇
年

一
月
三
一
日
、
於
立
教
大
学
）
で
報
告
さ
れ
た
、
学
費
滞
納
に
よ
っ
て
高
校
の
卒
業
証
書
も
授
与
さ
れ
ず
、

大
学
進
学
も
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
あ
る
若
者
の
言
葉
で
す
。

彼
女
の
辛
さ
は
、
い
ま
の
日
本
の
子
ど
も
・
若
者
た
ち
を
絡
め
と
っ
て
い
る
貧
困
の
網
を
表
象
し
て
い

ま
す
。
七
人
に
ひ
と
り
、
約
三
〇
〇
万
人
も
の
膨
大
な
子
ど
も
と
、
そ
の
家
族
に
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
困

窮
生
活
を
強
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
の
責
任
を
家
族
に
だ
け
、
、

押
し
つ
け
（
家
族
依
存
主
義
）、
さ

ら
に
は
子
ど
も
・
若
者
た
ち
自
身
に
さ
え
自
己
責
任
論
を
強
い
る
の
が
、
現
代
日
本
の
貧
困
の
あ
り
方
な

の
で
す
。
そ
の
自
己
責
任
論
の
残
酷
さ
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
よ
う
に
無
理
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
子
ど

も
・
若
者
た
ち
が
、
傷
つ
き
、
も
が
い
て
い
る
の
で
す
。

二
〇
〇
九
年
夏
に
発
刊
さ
れ
た
『
子
ど
も
の
貧
困
白
書
』
を
企
画
立
案
す
る
な
か
で
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
必
要
性
が
討
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
市
民
や
当
事
者
（
子
ど
も
・
若
者
）

が
参
加
し
や
す
い
、
ゆ
る
や
か
な
幅
の
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
す
。
ま
た
、
福
祉
・
教
育
・
医

療
・
法
律
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
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「なくそう！　子どもの貧困」
全国ネットワークを立ち上げて

「なくそう！　子どもの貧困」全国ネットワーク

山野　良一さん



す
。子

ど
も
の
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
の
解
明
や
社
会
的
な
広
報
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
子
ど
も
や
若
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
政
策
の
貧
困
さ
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
、
政
治
的
、
社
会
的
に
そ
の
改
善
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
一
月
か
ら
動
き
始
め
た
ば
か
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
が
、
授
業
料
や
そ
の
他
の
学
費
が
払
え
ず

卒
業
が
で
き
な
い
、
高
校
で
学
び
た
い
と
希
望
し
な
が
ら
定
時
制
高
校
へ
の
志
願
者
が
急
増
し
た
た
め
に

入
学
が
で
き
な
い
、
そ
う
し
た
子
ど
も
や
若
者
た
ち
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
、「
卒
業
ク

ラ
イ
シ
ス
」
問
題
と
し
て
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
集
会
を
開
い
た
り
、
厚
生
労
働
省
や
文
部
科
学
省

へ
要
望
書
の
提
出
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
の

通
知
を
厚
生
労
働
省
や
文
部
科
学
省
か
ら
引
き
出
し
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
ブ
ロ
グ
な
ど
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
（http://antichildpoverty.blog100.fc2.com

/

）。
ま
た
ブ
ロ
グ
か
ら
専
用
の
メ
ー
リ
ン
グ
に
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
多
く
の
人
々
の
力
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
貧
困
根
絶
を
幅
広
い
運
動
と
し
て
盛
り
上

げ
て
い
く
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
四
月
二
五
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
・
池
袋
の
立
教
大
学
八
号
館
で
私
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設

立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。
宇
都
宮
健
児
・
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長
や
当
事
者
な
ど
か
ら
の
発
言
が

あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
当
日
で
も
、
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ブ
ロ
グ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

やまの　りょういち
1960年生まれ。1985年、福祉専門職として神奈川県入庁。児童
相談所での児童福祉司などの業務に長年従事。2005年～07年に
かけて、アメリカ・ワシントン大学ソーシャル学部修士課程に
在籍し、児童保護局などでインターンとして働く。ソーシャル
ワーク修士（MSW）。2010年４月、神奈川県を退職し、「なく
そう！ 子どもの貧困」全国ネットワーク設立に奔走中。
著書に『子どもの最貧国・日本―学力・心身・社会におよぶ諸
影響』（光文社新書、2008年）、共著書に『子ども虐待と貧困―
「忘れられた子ども」のいない社会をめざして』（明石書店、
2010年）、『子どもの貧困白書』（編集委員、明石書店、2009年）。
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行き場を失った子どもたち

子どもの貧困シリーズ第４です。今号は、行き場を失った子どもたちと

向き合い、励まし、支える人たちを紹介します。

本誌は、“子どもたちの今”を発信し続けてきました。もちろん発信だ

けでは弱いと考えます。それでも全国各地で、子どもの貧困と向き合う取

り組みが動きはじめています。社会から排除された、されそうな子どもた

ちの現実と向き合いを考えます。

16歳・17歳の、行き場を失った少女たち。時には、性産業の生贄とし

て穴に落とされようとしています。家庭にも戻れない。家庭からの排除、

学校からの排除、社会や地域からの排除。

子どもシェルターカリヨンの実践は様々なメッセージを運んでいます。

チャイルドラインから見える子どもの姿。大人たちと子どもたちとの距

離を感じざるを得ません。離れたいと願ってはいないのに、現実は離れて

います。

少子化が続く渋谷区からは、子育て支援施策前進の報告を。

ジャニック・マーニュさんのレポートはフランスの子育てを通して、子

どもとは何か？　大人とは何か？　親とは何か、そして、社会や国家とは

何かを問いかけます。今回の特集からも日本の社会福祉のあり様を問いか

けます。 （編集主幹）

特 集
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保
護
者
の
経
済
的
問
題
や
健
康
上
の

理
由
、
虐
待
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
家
庭
で
の
養
育
が
受
け
ら
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
が
、
乳
児
院
や
児
童
養
護
施

設
、
里
親
家
庭
な
ど
、
家
庭
に
代
わ
る

環
境
で
社
会
的
養
護
を
受
け
て
い
ま

す
。し

か
し
一
〇
代
後
半
で
、
保
護
者
か

ら
虐
待
を
受
け
た
り
、
少
年
事
件
を
起

こ
し
て
家
庭
へ
の
引
き
取
り
を
拒
否
さ

れ
た
り
、
あ
る
い
は
家
庭
そ
の
も
の
が

な
い
な
ど
で
、
緊
急
に
保
護
が
必
要
な

の
い
き
さ
つ
は
本
誌
〇
四
年
七
月
号
で

も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
子

ど
も
の
シ
ェ
ル
タ
ー
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
一
〇
代
後

半
の
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
て
い
る
問
題

や
社
会
的
養
護
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
法
人
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
理
事
長
で
、
弁
護
士
の
坪
井

節
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◆
行
き
場
の
な
い
一
六
〜
一
七
歳

シ
ェ
ル
タ
ー
「
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も
の

状
態
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
行
き
場

が
な
い
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全

に
避
難
し
、
今
後
の
生
活
を
考
え
る
こ

と
の
で
き
る
場
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
、

全
国
初
の
子
ど
も
の
シ
ェ
ル
タ
ー
（
緊

急
避
難
場
所
）「
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も
の
家
」

が
東
京
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

名
古
屋
、
横
浜
、
岡
山
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

で
き
て
、
現
在
四
つ
の
子
ど
も
の
シ
ェ

ル
タ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も
の
家
」
設
立
時

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
。
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
」

孤
独
な
子
ど
も
の
心
に
灯
を
と
も
す

子
ど
も
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は軈
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
軋

―
―
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
理
事
長

坪
井
節
子
さ
ん
に
聞
く

坪井節子理事長
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家
」
に
入
居
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
〇

四
年
六
月
の
開
設
以
来
、
一
六
〇
名
近

く
に
な
り
ま
す
。
年
齢
は
一
四
〜
一
九

歳
で
、
な
か
で
も
一
六
〜
一
七
歳
が
多

く
、
ま
た
女
の
子
が
四
分
の
三
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
入
居
期
間
は
二
週
間

未
満
か
ら
一
、
二
か
月
で
す
。

〈
な
ぜ
女
の
子
が
多
い
の
か
？
〉

男
の
子
は
、
家
に
居
場
所
が
な
い
と
、

中
学
生
ぐ
ら
い
で
家
出
や
非
行
に
走

り
、
警
察
に
保
護
さ
れ
て
家
庭
裁
判
所

や
児
童
相
談
所
な
ど
で
の
早
め
の
対
応

が
可
能
で
す
。
で
も
女
の
子
は
家
出
を

す
る
と
、
援
助
交
際
や
テ
レ
ク
ラ
な
ど

の
性
産
業
に
狙
わ
れ
る
危
険
性
が
と
て

も
大
き
く
、
そ
れ
が
怖
く
て
中
学
生
の

間
は
我
慢
す
る
。
し
か
し
一
六
〜
一
七

歳
に
な
っ
て
交
友
関
係
が
広
が
り
、
友

人
な
ど
か
ら
「
逃
げ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」

童
養
護
施
設
や
里
親
制
度
を
利
用
し

て
、
義
務
教
育
だ
け
は
修
了
さ
せ
よ
う

と
し
ま
す
。
一
八
歳
以
上
だ
と
就
労
先

や
ア
パ
ー
ト
が
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま

す
。
一
六
〜
一
七
歳
は
そ
の
狭
間
で
す
。

高
校
生
な
ら
児
童
養
護
施
設
に
入
所
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
学
校
に
行

っ
て
な
い
子
は
ま
ず
受
け
入
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
児
童
福
祉
法
は
一
八
歳
ま
で
が

対
象
で
す
が
、
現
実
問
題
と
し
て
、
児

童
養
護
施
設
で
は
高
校
生
と
同
じ
年
頃

と
教
え
て
も
ら
い
、「
こ
れ
以
上
、
家

に
は
居
ら
れ
な
い
」
と
逃
げ
て
く
る
の

で
す
。

カ
リ
ヨ
ン
は
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
定
員
四
名
の
女

の
子
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
今
も
満
員
で
、

三
人
が
待
機
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
人
は
Ｄ
Ｖ
被
害
の
女
性
シ
ェ
ル
タ

ー
に
受
け
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
も
満
員
な
の
で
簡
易
ベ
ッ
ド
で
寝

て
い
る
う
え
に
、
入
所
は
二
週
間
が
限

度
で
す
。
他
の
子
は
知
人
の
家
に
居
ま

す
が
、
長
く
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。
早
く

シ
ェ
ル
タ
ー
に
入
れ
て
あ
げ
た
い
け
れ

ど
、
今
シ
ェ
ル
タ
ー
に
い
る
子
ど
も
た

ち
の
行
き
先
も
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い

状
態
で
す
。

〈
狭
間
の
一
六
〜
一
七
歳
〉

一
五
歳
ま
で
な
ら
、
大
人
た
ち
が
児

行き場を失った子どもたち特 集

◆カリヨンとは◆

ヨーロッパの教会の塔の上にある

ような、大小の鐘を連ねてメロディ

ーを奏でる楽器。

「たくさんの鐘が一つずつ音色を持

ち、次々と響きあい、ハーモニーを

奏でる様子が、子どもたち一人ひと

りの命を大切にする世界への希望を

指し示すように思って名づけまし

た」（坪井さん）


